
週刊 避難者応援情報紙

皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。
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被災自治体News

国指定重要無形民俗文化財「相馬野馬追」が、原町区の雲雀ヶ原祭場地をメイン会場に7月

29日から31日までの日程で開催されました。

小雨交じりの天気ながら、延べ約16万4,000人の観客が訪れた3日間の模様を、撮影班の写

真で紹介します。

浜通り×さんじょうライフvol.3192

次ページへ続きます

2017 相馬野馬追

29７ 土

小高区の相馬小高神社と鹿島区の副大将宅、原町区の相馬太田神社、相馬市の相馬中村神社

の合わせて４カ所で出陣式が行われました。

奥州中村藩の宇多郷（相馬市）、北郷（鹿島区）、中ノ郷（原町区）、小高郷（小高区）、

標葉郷（双葉郡）の5郷の騎馬武者ら約440騎が各郷の会場に集結。メイン会場の雲雀ヶ原か

ら遠い郷の順に出発し、地元住民や観光客らの声援を受けながら進軍していました。

小高区の市街地では、東京電力福島第一原発事故の影響で中断していたお行列が7ぶりに再開

されました。陣羽織姿の約110騎がJR小高駅周辺など約3kmを巡りました。

しねは
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被災自治体News

次ページへ続きます

（つづき）
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被災自治体News

次ページへ続きます

かしま交流センター前に設営された北郷陣屋で「総大将お迎え」が行われました。

北郷勢約80騎は総大将を迎えた後、県道浪江・鹿島線を北郷陣屋から鹿島区江垂まで約2km

にわたり騎馬武者行列で進軍しました。

北郷陣屋には、新たな取り組みとして250型の大型ビジョンが設置されました。ビジョンに

は、副大将宅で行われた出陣式の様子などが映し出され、来場者は画面に見入っていました。

29７ 土

©City of Minamisoma
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被災自治体News

次ページへ続きます

宵乗り行事として、雲雀ヶ原祭場地で「宵乗り競馬」が、鹿島区役所近くの真野川河川敷で

北郷神旗争奪戦がそれぞれ開催されました。

このほか原町区では、5郷の幹部が集まる「軍者会」が旭公園で、中ノ郷のお下り奉賛会が

JR原ノ町駅でそれぞれ開かれました。

29７ 土
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被災自治体News

30７ 日

「お行列」が原町区の野馬追通り（県道浪江・鹿島線など）で行われ、約440騎の騎馬武者

は小川橋から雲雀ヶ原までの市街地約3kmを進軍しました。

小雨交じりの空模様でしたが、沿道には約5万人の観客が詰め掛け、戦国絵巻さながらの情景

を楽しんでいました。

次ページへ続きます

©City of Minamisoma
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被災自治体News

30７ 日

「甲冑競馬」が雲雀ヶ原祭場地で開催され、鉢巻きに甲冑（かっちゅう）姿の騎馬武者が馬

場を疾走し、人馬一体の走りで会場を沸かせました。

螺役（かいやく）騎馬が1回、一般騎馬が6回の合計7レースが行われ、合わせて52騎が出走

し、一周約1,000mのダートコースを駆け抜けました。

会場には、武者の背負った旗のなびく音とひづめの音が響き、コースの各コーナーの外側に

は多くのカメラマンが陣取り、レースを写真に収めていました。

次ページへ続きます
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被災自治体News

30７ 日

花火で打ち上げられた御神旗を騎馬武者が取り合う「神旗争奪戦」が雲雀ヶ原祭場地で開催

されました。

約250騎が参加し、上空から舞い落ちる旗を目指して原っぱを駆け回りました。御神旗を手

にした武者は、「羊腸の坂」を駆け上がり、本陣山に控える総大将らの下に向かいました。

坂の周辺に広がる観客席からは、手柄を挙げた騎馬武者に大きな拍手が送られていました。

次ページへ続きます
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被災自治体News

31７ 月

素手で捕らえた馬を神前に奉納する神事「野馬懸」が、小高区の相馬小高神社で行われま

した。

騎馬武者が裸馬3頭を1頭ずつ境内に追い込みました。御神水（おみたらし）に浸したさお

で馬を打ち、神馬（しんめ）が決まると、白装束の御小人（おこびと）9人は馬に飛び掛かり

ました。御小人は、荒駒に引きずられたり、振り落とされたりしながらも果敢に馬を捕らえ、

神馬を奉納しました。

会場には、約1900人の観客が訪れ、声援や拍手を送っていました。
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被災自治体News

市民の内部被ばく検診結果(12) 

8月3日HP更新

1.検査時期： 平成２８年１０月１日～平成２９年３月３１日
2.受診者： 南相馬市民 ４,１１３人 （大人 ６５９人、子ども ３,４５４人）
3.検査機器： キャンベラ社製WBC（南相馬市立総合病院）および日立アロカ社製WBC（医療

法人伸裕会 渡辺病院（渡辺クリニック））を使用し、セシウム１３４および１３７に由
来する放射線を測定しました。
機器の器械的測定検出限界は、約４Bq/kg(体重)です。
今回の結果は、南相馬市立総合病院および渡辺クリニックでの測定結果をまとめ
て集計しています。

検査結果の総括

今回は、平成２８年１０月から平成２９年３月末までの検査結果に基づいた南相馬市民の体内被

ばく危険度についての委員会見解を報告します。

1. 体内に放射性セシウムを取り込んでいる方の割合は、大人・子ども共に低い状況です。現在、

南相馬市では、汚染食品等の摂取による内部被ばくのリスクは、非常に低く抑えられていること

が分かります。

2. 食べ物の調達方法で、産地を選ぶ方と選ばない方の差が縮小してきていることから、県内産

の食べ物への不安が軽減されてきていることが考えられます。

これまでのWBCによる体内汚染の検査結果から見ると、通常の流通食品を食べる生活を続けて

いれば、内部被ばくは、十分に低く押さえられることが判明していますが、水や食品汚染に不安

を持つ方もいるため、今後も引き続き積極的な情報提供を行います。

3. 南相馬市では、市民の健康を守るために、今後も内部被ばく検査をはじめとした事業を実施

し、市民の内部被ばくを減らすための活動を続けていきます。市民の皆さまは、自分の健康を守

るために積極的に受診してくださるようお願いします。

南相馬市長 桜井 勝延

南相馬市放射線健康対策委員会

委員長 京都大学名誉教授 渡邉 正己

委員 東京工業大学放射線総合センター助教 富田 悟

委員 南相馬市立総合病院医師 坪倉 正治

委員 福島県立医科大学副センター長 宮崎 真

問い合わせ 健康づくり課 放射線健康調査係 0244-24-5381TEL

検診結果を添付しました。

※南相馬市の世帯

南相馬市からのお知らせ
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被災自治体News

延期していた火の祭 8月19日（土）開催

8月８日HP更新
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問い合わせ 小高区 産業建設課 0244-44-6718TEL

延期していた「火の祭」を、８月１９日（土）小高区前川周辺において行います。

日時
８月１９日（土） 午後７時２０分から ※荒天の場合、８月２０日（日）

場所
小高区前川周辺

内容
花火 ４，０００発 かがり火 ２，０００灯

問い合わせ先
小高観光協会 電話0244-44-6014



被災自治体News

今週の番組(60分) ※パソコン視聴

1.オープニング&今週の番組 [2分]

2.南相馬市長記者会見 [7分]

3.平成29年度相馬野馬追 いざ行かん！決戦の地へ [30分]

4.民俗芸能発表会Vol.3 

～小高郷相馬流れ山踊り保存会～ 相馬流れ山踊り [20分]

5.リクエストアワーのお知らせ [1分]

番組内容[8/9～8/16]

0244-26-5663

（平日のみ 午前9時～午後5時）

浪江町からのお知らせ

7年ぶり！帰って来たなみえ夏祭り
浪江の夏の定番だった夏祭りが帰ってきます！そして、7年ぶりに帰って来た今年の

夏祭りはひと味違う。

8月13日の夜には7年ぶりを記念した7連発の尺玉！700発の花火が上がります。相

双地域で7連発の尺玉が上がるのは、なみえの夏祭りだけ！高瀬川沿いから打ち上がる

スターマインや尺玉が、息吹を取り戻した浪江町を照らします。

盆踊りやお笑いライブなどの企画も盛り沢山！そして、なみえ焼そばをはじめとした

屋台も充実していてご家族で楽しめる2日間。

8月12日（土）午後4時～9時

8月13日（日） 〃

浜通り×さんじょうライフvol.31912



被災自治体News

東日本大震災等による被災者に対する医療費の助成終了のお知らせ

8月7日HP更新

問い合わせ 健康保険課 国保年金係 0240-34-0242TEL

東日本大震災などにより被災され、医療費の一部負担金免除を受けられなくなりました町民の

方々に対して医療費助成を実施してきましたが、平成２９年９月３０日をもって終了となりますので

お知らせします。
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浪江町民の避難状況（平成29年7月31日現在）

【都道府県別】(福島県外) 【福島県内市町村別】

26石川県

13富山県

391新潟県

439神奈川県

12福井県

43山梨県

49長野県

15岐阜県

853東京都

576千葉県

699埼玉県

151群馬県

478栃木県

1,012茨城県

147山形県

52秋田県

851宮城県

37岩手県

40青森県

69北海道

人 数都道府県

5香川県

1徳島県

-山口県

10広島県

-和歌山県

-鳥取県

6島根県

20岡山県

13愛媛県

5高知県

19福岡県

4佐賀県

52静岡県

39愛知県

5三重県

4滋賀県

29京都府

60大阪府

22兵庫県

5奈良県

人 数都道府県

7鹿児島県

19沖縄県

8国外

6,318合計

9宮崎県

5大分県

6熊本県

12長崎県

人 数都道府県

79川俣町

24国見町

190桑折町

562本宮市

4下郷町

1天栄村

14鏡石町

153大玉村

111伊達市

2,021南相馬市

72田村市

1,375二本松市

491相馬市

27喜多方市

153須賀川市

251白河市

3,202いわき市

1,846郡山市

232会津若松市

2,954福島市

人 数市町村

1古殿町

2玉川村

1平田村

2塙町

20会津坂下町

4磐梯町

2西会津町

70三春町

8石川町

4鮫川村

8棚倉町

25矢吹町

5泉崎村

146西郷村

11会津美里町

1金山町

36猪苗代町

2北塩原村

11南会津町

1只見町

人 数市町村

152浪江町

33広野町

14,425合計

5その他

81新地町

6川内村

1富岡町

8楢葉町

17小野町

人 数市町村

20,743

避難者総数

(前月 20,756)



被災自治体News

町長メッセージ

8月1日HP更新

夏の訪れとともに南相馬市雲雀ヶ原祭場地において、国指定重要無形文化財の相

馬野馬追が開催されました。今年は、舘下明夫教育長が相馬野馬追執行委員会副

執行委員長代理として初陣を果たされました。避難生活が長引く中で、伝統行事の継

承にご尽力いただいています関係者の皆さまに心から感謝申し上げます。

７月初めには、積乱雲が次々と発生する線状降水帯による記録的な豪雨が九州北

部に甚大な被害をもたらしました。自然の脅威になすすべもなく、壊れた家屋や避難所で

過ごす被災者の皆さんの映像が映し出されるたびに６年前の東日本大震災のことを思い

出し、胸が痛みました。

平成２６年８月には広島県で死者７４名となった大規模な土砂災害が、平成２７年９月

には鬼怒川が決壊するなど関東・東北豪雨災害が発生。平成２８年４月には熊本地震

が起きるなど毎年のように想像を絶する自然災害が発生しています。全国に避難している

町民の皆さまの安否を心配しながら、いつどこで発生するかわからない災害への備えにつ

いて、対応策を講じていかなければならないことを肝に銘じた次第です。

７月６日にはいわき市錦町に建設中だった特別養護老人ホーム「せんだん」と認知症

高齢者グループホーム「せんだんの家」が完成し、開所式と内覧会が行われました。

広々とした空間で室内環境も整備され、入所される皆さんにとって充実した施設になって

おります。避難先で福祉施設の利用が年々増えている中、安心して高齢者の方々が利

用できる介護保険施設として、その役割を担っていただけるものと期待しております。

７月１１日、１２日には平成３０年度の国の予算編成を前に、佐々木清一町議会議長、

岩本久人町議会副議長とともに要望活動を行いました。

国の関係機関は、復興庁、環境省、経済産業省、国土交通省、文部科学省、厚生

労働省、自由民主党復興加速化本部、公明党復興加速化本部、さらに福島県選出

国会議員事務所を回り、大臣や副大臣の町の現状を説明し、双葉町の復興に向けた

重点事項について要望書を手交いたしました。

町としては、間もなく「特定復興再生拠点区域復興再生計画」の申請をし、国の認定

を受けた後、除染、インフラなどの整備に一体的に取り組み、帰還困難区域での復興、

再生に向けた環境整備の加速化を図ってまいりたいと考えております。

暑さの厳しい時節です。熱中症など健康管理にはくれぐれもご留意されますようお願い

いたします。

８月はお盆の月です。ご先祖様や亡くなられた方々に対しまして心からご冥福をお祈り

申し上げるとともに、双葉町の復興を見守っていただきたいと思います。

双葉町長 伊澤 史朗

双葉町からのお知らせ

浜通り×さんじょうライフvol.31914



帰還困難区域の再生に向けて、寄せられたご意見・ご要望

8月4日HP更新

富岡町からのお知らせ

問い合わせ 富岡町役場 0240-22-2111TEL

７月上旬に富岡町いわき地区多目的集会施設で開催しました「富岡町帰還困難区域再生に向

けた町との意見交換会」で寄せられた貴重なご意見やご要望を紹介します。

今後、町は８月上旬にビッグパレットふくしまを会場とする意見交換会を開催した後、帰還困難

区域全域の再生計画等を策定する予定です。

浜通り×さんじょうライフvol.319 15

ご意見・ご要望をまとめたものを
添付しました。 ※富岡町の世帯

双葉町民の避難状況
【都道府県別】 平成29年7月31日現在

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

北海道 14 埼玉県 825 岐阜県 6 鳥取県 - 佐賀県 5

青森県 13 千葉県 163 静岡県 34 島根県 17 長崎県 5

岩手県 9 東京都 335 愛知県 4 岡山県 4 熊本県 2

宮城県 256 神奈川県 180 三重県 1 広島県 4 大分県 6

秋田県 10 新潟県 155 滋賀県 1 山口県 - 宮崎県 1

山形県 27 富山県 13 京都府 10 徳島県 - 鹿児島県 12

福島県 4,069 石川県 18 大阪府 5 香川県 - 沖縄県 4

茨城県 478 福井県 5 兵庫県 2 愛媛県 5 海外 4

栃木県 156 山梨県 13 奈良県 1 高知県 - 合 計 6,939

群馬県 42 長野県 16 和歌山県 - 福岡県 9

【福島県内市町村別】
市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数

福島市 282 田村市 19 西郷村 37

会津若松市 50 南相馬市 244 矢吹町 32

郡山市 728 伊達市 11 棚倉町 11

いわき市 2,122 本宮市 44 塙町 8

白河市 206 桑折町 5 三春町 14

須賀川市 67 鏡石町 10 広野町 35

喜多方市 8 猪苗代町 5 新地町 7

相馬市 58 会津坂下町 10 その他 30

二本松市 16 会津美里町 10 合 計 4,069

(前月 6,946)

(前月 4,075)

所在 人数

福島県内に避難している方 4,069

福島県外に避難している方 2,870

＊所在不明者 3人
うち津波による行方不明者 1人

＊死亡者 579人
うち災害関連死亡者 165人

被災自治体News
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　【平成29年7月】
人口　　13,329人
世帯数　 5,419世帯

被災自治体News

10,451合 計

避難・居住先別人数
【都道府県別】 平成29年8月1日現在

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

北海道 41 埼玉県 414 岐阜県 - 鳥取県 - 佐賀県 5

青森県 9 千葉県 324 静岡県 32 島根県 7 長崎県 4

岩手県 7 東京都 444 愛知県 18 岡山県 3 熊本県 5

宮城県 159 神奈川県 229 三重県 4 広島県 3 大分県 6

秋田県 10 新潟県 182 滋賀県 3 山口県 4 宮崎県 8

山形県 11 富山県 - 京都府 3 徳島県 6 鹿児島県 6

福島県 10,451 石川県 8 大阪府 24 香川県 2 沖縄県 12

茨城県 554 福井県 1 兵庫県 1 愛媛県 - 海外 4

栃木県 172 山梨県 12 奈良県 1 高知県 5 合 計 13,326

群馬県 77 長野県 48 和歌山県 - 福岡県 7

【福島県内市町村別】
市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数

福島市 225 南相馬市 119 玉川村 8

会津若松市 97 伊達市 28 三春町 230

郡山市 2,509 本宮市 34 小野町 15

いわき市 6,032 国見町 7 広野町 126

白河市 84 大玉村 161 楢葉町 22

須賀川市 76 猪苗代町 7 富岡町 215

喜多方市 33 会津美里町 5 川内村 26

相馬市 57 西郷村 37 新地町 14

二本松市 38 泉崎村 11 その他 48

田村市 159 矢吹町 28

現在富岡町に住民登録されている方の
避難先・居住先別人数です。
※震災後の転入者も含みます。

(前月 13,384)

2,875福島県外避難者数

13,326合計

10,451福島県内避難者数

1,440福島県外避難世帯数

6,588合計

5,148福島県内避難世帯数

(前月 10,492)
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富岡町の人口の動き
平成23年3月以降の月別住民登録人口
※平成24年6月末以前の数値に外国籍の方は含まれていません。



NEXCO東日本新潟支社は、 磐越自動車道 津川IC～新潟中央JCT間で、舗装補修工事、

トンネル設備点検などに伴う対面通行区間の夜間通行止めを実施します。

■通行止め区間

津川IC～新潟中央JCT間（上下線）

■通行止め日時

9月4日(月)～8日(金)の5夜間 午後8時～翌朝6時

予備日：9月11日(月)～15日(金)

※阿賀野川SA、五泉PA、新潟PAは上下線とも午後7時に閉鎖します。

※天候により、規制期間・時間が変更、または中止となる場合があります。

NEXCO東日本 お客さまセンター
0570-024-024 （ナビダイヤル）（24時間）
03-5338-7524 （PHS、IP電話のお客さま）

問い合わせ
TEL

TEL

これまでは、老齢年金を受け取る

ためには、保険料納付済期間（国民

年金の保険料納付済期間や厚生年金

保険、共済組合などの加入期間を含

む）と国民年金の保険料免除期間な

どを合算した資格期間が原則として

25年以上必要でした。

8月1日からは、資格期間が10年

以上あれば老齢年金を受け取ること

ができるようになりました。

浜通り×さんじょうライフvol.319 17



市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています。

南相馬市 0244-24-5232

双葉町:双葉町役場いわき事務所

（いわき市東田町2-19-4）

浪江町 0240-34-2111

双葉町 0246-84-5200

富岡町 0120-33-6466

いわき市 0246-25-0500

郡山市 024-924-2491

被災自治体 問い合わせ先一覧

原町区

小高区

6630南相馬市 計

45

4

1

1

3

6

5

25

世帯数

104

10

5

1

6

16

8

58

人数市町村名

浪江町

双葉町

富岡町

いわき市

郡山市

合 計

三条市に避難している
世帯数と人数(2017.8.9現在）

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256-34-5511

問い合わせ 0256-33-8650

hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

[開館時間] 午前9時30分～午後3時

TEL

E-mail
交流ルーム ひばり（総合福祉センター内）

交流ルームひばり通信

８月の『ひばり』

一時帰宅

ひばり休み

版画教室

ひばり休み

ひばり休み

ひばり休み

ひばり休み
浜通り配布

１０日

２６日２５日２４日２３日２２日２１日２０日

ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み
浜通り配布

ひばり休みひばり休み

１９日１８日１７日１６日１５日１４日１３日

山の日

ひばり休み

１２日１１日
★版画教室 第2・4水曜日午前１０時～正午
★茶話会＆簡単な手芸教室

第1・3・5水曜日午前10時～午後２時

気軽に参加ください。

土金木水火月日

浜通り×さんじょうライフvol.31918

交流ルーム「ひばり」夏季休暇は８月11日(祝・金)～17日(木)です。


